別紙

　指定電気通信設備の接続料に関する原価算定規則　第十三条　改正案

　について

　意見　　改正案　第十三条の後段「この場合において、合理的な理由

　　　　があるときは、距離その他の単位を組み合わせて定めることが

　　　　できる。」の内容には、次の要件を加味して運用されるべきも

　　　　のと考えます。　格別のご配慮を賜りますようお願い申し上げ

　　　　ます。

　　　１　第二種電気通信事業者にとって、ＤＳＬサ－ビス導入のため

　　　　の環境整備は、インタ－ネット接続サ－ビスをはじめ、新サ－

　　　　ビスの提供等サ－ビスの多様化促進の観点からも大変好ましい

　　　　ことと考えます。

　　　２　しかし、ＤＳＬサ－ビスは、加入者系の光化との関係で、不

　　　　安定要素を感じざるを得えません。

　　　　　即ち、第二種電気通信事業者として、ＤＳＬサ－ビスを長期

　　　　・安定的に提供する努力をしても、メタル回線が撤去されるこ

　　　　ととなった場合、サ－ビス停止に追い込まれることが危惧され

　　　　ます。　

　　　３　このような、不安定要素を加味した場合、接続料算定の単位

　　　　の設定に当たっては、将来にわたってのメタル回線の存続年数

　　　　を一定指数化し、接続料の減額の単位を設定していくことが必

　　　　要と考えます。

　　　４　併せて、地域網の競争促進、利用者の高速アクセス網の選択

　　　　肢の多様化の促進等の観点から加入者系メタル回線を他事業者

　　　　への売却やリ－ス等により、将来にわたって存続が可能となる

　　　　ような制度の創設を切望します。

